
７。
億
円
も

借
金
し
て
大
丈
夫
？

市
は
、
「専
門
会
議
」
の
報
告

を
受
け
、
市
庁
舎
（市
役
所
ヽ
建

て
替
え
」
を
前
提
に
整
備
を
進

め
る
と
表
明
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
市
民
か
ら
は

「建

て
替
え
あ
り
き
で
い
い
の
か
」

と
の
疑
間
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

専
門
会
議
の
報
告
書
で
は
、

耐
震
補
強
に
よ
る
大
規
模
改
修

が

「参
考
」
と
さ
れ
、
市
民
が

判
断
す
る
機
会
を
奪
っ
て
い
ま

す
が
、
選
択
肢
に
加
え
る
べ
き

で
す
。

日
本
共
産
党
が
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト

（裏
面
に
詳
細
あ
り
）

の
「市
庁
舎
整
備
」
の
設
間
で
は
、

「大
規
模
改
修
」
と
回
答
し
た
４

割
に
対
し
、
「建
て
替
え
」
は
、

２
割
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

市
の
借
金
が
、
５
７
０
億
円

に
も
な
っ
て
い
る
中
で
、
市
庁

舎
の

「建
て
替
え
」
を
実
施
す

れ
ば
新
た
に
７０
億
円
も
の
市
債

が
発
行
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
基

金
積
み
立
て
３０
億
円
も
加
わ
り
、

市
民
の
暮
ら
し
・
福
祉
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は
避
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

市
民
生
活
に
重
大
な
影
響
を

も
た
ら
す
問
題
を

「建
て
替
え

あ
り
き
」
で
進
め
て
も
良
い
の

で
し
ょ
う
か
。

建
て
替
え
あ
り
き
の

市
民
説
明
会

６
月
３０
日
、
市
庁
舎
整
備
に

つ
い
て
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

市
の
説
明
の
後
、
会
場
か
ら

十
数
人
が
質
疑
上
思
見
を
述
べ

ま
し
た
。
大
半
が
、
市
の

「建

て
替
え
」
方
針
に
、
反
対
あ
る

い
は
疑
間
を
述
べ
て
い
る
の
に

対
し
、
建
て
替
え
に
賛
成
と
の

意
見
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
参
加
者
の
意
見
は
、

「ど
の
よ
う
な
検
討
の
も
と
で
建

て
替
え
る
と
決
め
た
の
か
」、
「財

政
危
機
と
言
わ
れ
て
い
る
の
に

財
政
へ
の
影
響
が
全
く
分
か
ら

な
い
」、
「説
明
会
で
市
民
の
意

見
を
聞
い
て
白
紙
に
戻
す
考
え

は
あ
る
の
か
」
な
ど
で
し
た
。

市
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
に
対

し
、
「検
討
委
員
会
は
、
建
て
替

え
を
前
提
に
検
討
し
て
い
く
」

と
し
て
、
建
て
替
え
か
改
修
か

に
つ
い
て
、
自
紙
か
ら
の
再
検

討
を
否
定
し
て
い
ま
す
。

滋
賀
県
の
近
江
八
幡
市
で
は

「市
庁
舎
整
備
を
自
紙
に
戻
す
」

と
公
約
し
た
市
長
候
補
が
当
選

し
、
契
約
解
除
に
踏
み
出
し
て

学援助助成制度
やすいものに改善を

就
利用し

い
ま
す
。

八
千
代
市
で
も
、
建
て
替
え

か
改
修
か
の
正
し
い
情
報
が
提

供
さ
れ
れ
ば
、
市
民
の
運
動
に

よ
っ
て
白
紙
に
戻
す
こ
と
は
十

分
に
可
能
で
す
。

長年市民から要望が出されていた、就学援助助成制度

の入学準備金が、今年 4月から大きく前進しました。

一つ目は、入学準備金の増額です。

小学校 20,470円 を40,600円 ヘ

中学校 23,550円 を47,400円 ヘ

約倍の金額となりました。

二つ目は、これまでの 6月 支給から入学前の 3月 支給

へと、実態に即した助成制度へと大きく前進しました。

しかし、八千代市では制度の利用率が4.8%で全国平

均 15。 8%の 3分の 1と非常に低 くなっています。ここ

には申請に対 して「周囲に知られたくない」という心理

的な問題が影響していると思います。誰もが申請できる

制度であることを周知するように、利用率の高い先進自

治体に習い、制度の案内とともに申請書をつけるように

提案しました。答弁では「検討する」にとどまっています。

プライバシーに配慮 した東京都大田区では、すべての

小中学生に就学援助助成制度の案内と申請書を配布 し、

全員が申請書を提出するシステムとなっています。申請

書を出した中で、条件を満たした方が助成を受けること

ができ、33%と高い利用率となっています。

「就学援助助成制度を受けるべき子どもがすべて利用で

きるようにする」そのことにより、家庭状況に関係なく

子どもたちが学校に通い、教育を受けられる環境ができ

ます。八千代市も大田区の事例にのっとった取 り組みを

行うべきです。

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
は
村
上
団
地

３
街
区
１
号
棟
～
１５
号
棟
を
解

体
し
更
地
に
し
て
、
用
地
を
売

却
す
る
「団
地
再
生
」を
理
由
に
、

居
住
者
に
２
年
以
内
に
ｌ
ｏ
２

街
区
の
空
き
住
宅
に
移
転
す
る

こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

「終
の
棲
家
と
し
て
住
ん
で
い

た
の
に
」
「８０
歳
を
過
ぎ
て
一
人

暮
ら
し
で
引
っ
越
し
な
ど
で
き

な
い
」
と
の
声
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。
借
家
人
は
借
地
借
家
法

に
よ
っ
て

「借
家
権
」
が
保
障

さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
議
会
で

「市

民
で
あ
る
居
住
者
の
権
利
が
損

な
わ
れ
な
い
よ
う
八
千
代
市
は

Ｕ
Ｒ
に
申
し
入
れ
る
こ
と
」
を

要
求
し
、
「船
橋
市
で
は
Ｕ
Ｒ
に

『移
転
費
用
な
ど
居
住
者
と
の
約

束
は
し
っ
か
り
守
る
よ
う
に
』

と
申
し
入
れ
て
い
る
」
と
指
摘
。

市
は

「Ｕ
Ｒ
と
居
住
者
と
の
間

題
」
と
答
弁
。
同
じ
地
方
自
治

体
な
の
に
こ
の
違
い
は
何
な
の

で
し
ょ
う
か
。
市
民
の
暮
ら
し

や
権
利
を
守
る
市
の
責
任
放
棄

で
す
。

「団
地
再
生
」
と
い
う
の
で
あ

れ
ば
団
地
を
縮
小
す
る
の
で
は

な
く
、
極
端
に
少
な
く
市
民
か

ら
増
設
が
求
め
ら
れ
て
い
る
市

営
住
宅
を
増
や
す
た
め
に
、
積

極
的
に
Ｕ
Ｒ
の
空
き
住
宅
を
借

り
上
げ
て
団
地
再
生
を
図
る
こ

と
を
求
め
る
べ
き
で
す
。
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米
ボ
団
だ
「川
藝
学
校
を
が
ぐ
す
な

米
本
団
地
自
治
会
は
、
４
月

２９
日
開
催
の
定
期
総
会
で

「団

地
か
ら
学
校
を
な
く
さ
な
い
で
」

と
の

「特
別
決
議
」
を
採
択
し

ま
し
た
。

６
月
議
会
で
日
本
共
産
党
は
、

こ
の

「特
別
決
議
」
を
ど
う
認

識
し
、
ど
う
受
け
止
め
た
の
か

を
質
問
し
ま
し
た
。
市
長
は
「ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
約
７０
％
が
賛
成

し
て
い
る
。
地
域
の
皆
さ
ん
は

そ
れ
を
望
ん
で
い
る
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
は
小
中

一
貫
校
の
是

非
を
聞
い
た
も
の
で
あ
り
、
対

象
も
保
護
者
及
び
未
就
学
児
の

保
護
者
に
限
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
答
弁
は
、
特
別
決
議
に

込
め
ら
れ
た
団
地
住
民
の
声
に

ま
と
も
に
答
え
よ
う
と
せ
ず
、

そ
の
真
意
を
は
ぐ
ら
か
そ
う
と

す
る
も
の
で
、
と
て
も
納
得
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

住
民
に
と
っ
て
、
学
校
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
を
な
す
も
の

で
あ
り
、
と
り
わ
け
米
本
団
地

に
と
っ
て
今
後
団
地
が
、
活
性

化
に
向
け
て
動
き
出
す
の
か
、

そ
れ
と
も

「集
約
化
」
の
名
の

も
と
に
衰
退
の
途
に
向
か
う
の

か
の
重
大
な
岐
路
に
立
っ
て
い

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

市
は
、
団
地
自
治
会
の
発
し

た

「特
別
決
議
」
を
尊
重
し
、

団
地
か
ら
学
校
を
な
く
す
方
針

を
撤
回
す
べ
き
で
す
。



日本共産党八千代市議団が行ったアンケートに800名を超

える方から回答が寄せられました。 ご協力いただいたみな様、

ありがとうございました。市民アンケートの結果について、 ご

報告させていただくとともに、寄せられた地域でお気づきの具

体的要望事項については街角ウォッチングなどを行い、市や県

に要望書を提出しつつ実現に向け、金力で取り組む決意です。

災害がおきた時にあなたが不安に思う
ことは何ですか。(3つまで選択可)

0     100    200    300    400

家族の安否

電気、水道、ガスの確保

家屋の倒壊

食料品などの確保

避難所の生活環境

トイレの不足

火災

通信手段の断絶

避難所不足

帰宅困難

家具の転倒

ペットの避難

その他

普通教室にエアコン設置

体罰やいじめ対策

給食費の無償化

学校施設の改修改善

公営住宅の拡充 I■■口■,0 1

その他「■¬■171  1

あなたが実施してほしいものは何ですか ?
(3つまで選択可 )

0     100    200    300    400

あなたが実施してほしいものを
選んでください。(3つまで選択可)

保育士の処遇改善

保育所の増設

子どもの安全対策

国民健康保険料の引き下げ

介護保険料の引き下げ

介護従事者の処遇改善

特養ホームの増設

市の健診やがん検診の充実、無料化

在宅医療の充実

50    100    150    200

囃卿
鶉 露

=朧虐待防止策

―
I“

在宅子育て支援 口■日51

その他口2, |

あ
な
た
が
実
施
し
て
ほ
し
い
も
の
を

選
ん
で
く
だ
さ
い
。
（３
つ
ま
で
選
択
可
）

就学援助の充実

この 1年であなたの暮らしは?

よくなった 4%

あなたが実施してほしいものを
選んでください。(3つまで選択可)

市内交通の充実やコミュニ
ティバス導入など

買い物困難者対策           221
公園や緑の保全、緑化推進           217

“
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オスプレイの配備を辞めるよう求める

意見書
賛成 4
反対 21 ○ ○ ○ × × × × × × ×

議

　

　

長

× × × × × × × × × × × × × × ○

憲法9条の改正を辞めるよう求める意見書
賛成 7
反対 18 ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × × × ○ × ○

UR賃貸住宅に安心して住み続けられる
よう求める意見書

賛成 7
反対 18 ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × ○ × × × ○

東海第二発電所の運転期間延長と

再稼働を認めないよう求める意見書

賛成 7
反対 18 ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × × × ○ × ○

種子法廃止に伴う万全の対策を求める意見書
賛成 10
反対 15 ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × ○

原子力規制委員会のモニタリングポスト撤去
の決定を撤回し、継続配置を求める意見書

賛成 12
反対 13 ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○

森友学園問題及び加計学園問題に関する疑惑に対
して国会に真相を求める意見書を提出する請願

賛成 10
反対 15 ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × ○


